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道後REBORNプロジェクトの説明を聞く参加者

「プロテイン・アイランド・松山2019」

マイナンバーカードの出張申請受付中

中
島
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

運
用
を
開
始

　

島
し
ょ
部
の
消
防
、

救
急
体
制
の
さ
ら
な
る

充
実
の
た
め
、
中
島
地

区
の
天
谷
・
中
島
南
小

学
校
跡
の
２
カ
所
に
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
、

７
月
１
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
運
用
開
始
式
で
は
県

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
離
着
陸
誘
導
訓

練
や
傷
病
者
収
容
訓
練

を
実
施
。

　
も
と
の
緊
急
時
離
陸

場
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
で
舗
装
し
た
こ
と
で
、
離
着

陸
時
の
散
水
が
不
要
に
な
り
、
よ
り
安
全
で
迅
速
な
救

急
・
救
助
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

愛媛発の最先端のタンパク質研究を身近に

市役所に行かず、無料で作れます！

エ
バ
ー
航
空
定
期
便
が
就
航

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
と
基
本
合
意
書
調
印
式
を
実
施

マ
レ
ー
シ
ア
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ジ
ュニ
ア
チ
ー
ム
が
椿
小
学
校
を
訪
問

令
和
元
年
度
第
１
回

松
山
愛
郷
会 y

ユ
ー
ス

outh 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

松
山
―
台
北

東
京
五
輪
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
へ

道
後
温
泉
の
観
光
資
源
化
を
テ
ー
マ
に

島
し
ょ
部
の
消
防
、救
急
体
制
の
充
実
へ

　
７
月
18
日
、
台
湾
の
エ
バ
ー
航
空
が
運
航
す
る
松

山
―
台
北
間
の
定
期
便
が
就
航
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
松
山
空
港
で
就
航
記
念
式
典
を
開
催
。
エ

バ
ー
航
空
・
孫
社
長
は
、「
四
国
に
は
素
晴
ら
し
い

自
然
や
景
色
、
豊
か
な
山
・
海
の
幸
、
地
域
の
特
徴

を
生
か
し
た
郷
土
料
理
、
伝
統
的
な
祭
り
な
ど
た
く

さ
ん
の
観
光
資
源
が
あ

る
。
エ
バ
ー
航
空
を
利

用
し
、
四
国
に
来
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
台

湾
に
も
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

松
山
ー
台
北
線
は
、

木
・
日
曜
日
の
週
２
往

復
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
共
和
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代

表
候
補
選
手
の
事
前
合
宿
実

施
に
関
わ
る
基
本
合
意
書
（
Ｍ

Ｏ
Ｕ
）
調
印
式
を
愛
媛
県
、
松

山
市
、
新
居
浜
市
、
伊
予
市
と

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和
国
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
５
者
で
、

７
月
17
日
に
実
施
し
、
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

共
和
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
の
ア
ニ
バ
ル
・
マ
ナ
ベ
会
長

は
「
松
山
は
ほ
ど
よ
い
サ
イ
ズ

感
の
ま
ち
で
、
選
手
た
ち
が

練
習
に
集
中
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
」
と
印
象
を
語
り

ま
し
た
。
今
後
、
民
間
や
県

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
交
流

を
深
め
ま
す
。 

　
マ
レ
ー
シ
ア
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
と
本
市
な
ど

５
者
で
締
結
し
た
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
事
前
合
宿
の
実
施
に
係
る
基
本
合
意

書
」
に
基
づ
き
、
マ
レ
ー
シ
ア
代
表
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
が
６
月
24
日
、
椿
小
学
校
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
児
童
ら
が
日
本
の
食
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
紹
介
し
、
続
い
て
選
手
と
お
に
ご
っ
こ
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
ラ
リ
ー
で

交
流
。そ
の
後
、マ
レ
ー

シ
ア
代
表
と
椿
小
児
童

で
対
決
し
ま
し
た
。
体

育
館
に
は
シ
ャ
ト
ル
を

打
つ
音
と
歓
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
で
、
首
都

圏
在
住
の
大
学
生
や
若

手
社
会
人
ら
に
よ
る
「
松

山
愛
郷
会 youth

」
の
今

年
度
第
１
回
目
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
、
７
月
２

日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
「
道
後
温
泉

活
性
化
や
道
後
温
泉
本

館
保
存
修
理
工
事
を
活

か
し
た
観
光
資
源
化
」
を

テ
ー
マ
に
、
大
学
生
や

地
元
企
業
の
東
京
支
社

に
勤
務
す
る
若
手
社
会

人
の
総
勢
26
人
が
参
加
。

「
道
後
Ｒ

リ
　
 
ボ
　
 
ー
　
 
ン

Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
し
て
い
る
㈱
ポ
ニ
ー

キ
ャ
ニ
オ
ン
か
ら
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状

と
今
後
の
予
定
な
ど
を

聞
い
た
後
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
道

後
温
泉
の
魅
力
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
帰
省
し

た
時
に
は
実
際
に
見
に

行
き
た
い
」「
首
都
圏

に
い
る
友
人
な
ど
に
も

道
後
温
泉
や
松
山
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
ふ

る
さ
と
・
松
山
の
魅
力

の
再
発
見
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

日時  10月19日㈯13時～16時30分
会場  市役所本館11階大会議室
内容  ①試験管でタンパク質作り
②電気泳動を用いてDNAを分析
する実験③タンパク質研究につい
てのクイズとディスカッション

対象  実験や講演に興味がある人
（中学・高校生優先）
定員  150人（うち①②の実験100
人。定員を超えた場合は中学・高
校生優先で抽選）
料金  無料
申し込み  ９月27日㈮までに公式
ホームページhttp://www.pim-
sympo.jp/public_seminar/の申
込みフォームまたはファクスで申
込書（市ホームペー
ジにあり）を地域経
済課へ

日時  令和２年２月28日㈮までの平日10～16時
※申請受付スペース（会場・机・椅子など）は申し込み団体が準備
内容  申請用顔写真を無料撮影し、申請受け付け▶約１カ月半後、マイ
ナンバーカードを本人限定受取郵便で送付
※申請方法などの詳細は、市ホームページを確認
対象  マイナンバーカード申請希望者（本市に住民登録のある、初回申
請の人に限る）が概ね10人以上の、市内に事業所のある企業や地域団体

　高校「生物」の教科書にも掲載されている愛媛発の最先端のタンパ
ク質研究を、中学・高校生などに、より身近に感じてもらう『プロテ
イン・アイランド・松山2019』一般向け体験セミナーを開催します。
　光るタンパク質の実験や、タンパク質のおもしろい仕組みを楽しく
学べるクイズとディスカッションを行います。

　マイナンバーカードの申請希望者が概ね10人以上いる団体などを
市職員が訪問し、申請用顔写真の撮影や申請受付を行います。カード
はでき次第、本人限定受取郵便で送られるため、市役所へ出向くこと
なく受け取ることができます。

問地域経済課 ☎948–6714・ 934–1844

問市民課 ☎948–6569・ 934–1801

問
東
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事
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